
 

第19 回 名古屋市アジア競技大会推進本部会議 

次 第 

 

日 時：令和 4 年 3 月25 日（金）9:30～ 

場 所：東庁舎 5 階 大会議室     

 

 

○ 開会 

 

 

 

 

○ 議題 

 

 

  アジアパラ競技大会について                  

 



 

アジアパラ競技大会について 

 

１ 大会概要 

区  分 内     容 

主催者 アジアパラリンピック委員会（APC） 

大会期間 2026 年 10 月の 7日間〔想定〕 

選手団 
（選手・チーム役員） 

4,000 人程度〔想定〕 

参加国・地域 APC に加盟する国と地域 ※現在は 44 の国と地域 

実施競技 18 競技〔想定〕 

競技会場 
アジア競技大会の会場を中心に活用〔想定〕 

（メイン会場：名古屋市瑞穂公園陸上競技場） 

選手村 アジア競技大会のメイン選手村（名古屋競馬場跡地）を活用 

大会コンセプト等 

・アスリートファーストの視点 

・既存施設の活用   

・先端技術の駆使 

・伝統と県民・市民性に触れるおもてなし 

・アジア競技大会・アジアパラ競技大会の開催を誇りに、       

更なるスポーツ文化の普及へ貢献 

・障害への理解や障害者の社会参加の促進 

・多様性を尊重し合う共生社会の実現への貢献 

 

２ 開催表明（案） 

区 分 内     容 

日 時 令和 4年 3月 28 日（月）14 時 30 分～ 

出席者 

愛知県知事 大村 秀章 

名古屋市長 河村 たかし 

日本パラリンピック委員会（JPC） 会長 森 和之 

主な内容 
・2026 年の第 5回アジアパラ競技大会を愛知・名古屋で開催 

・大会概要、開催経費及び今後のスケジュール 
  

 

３ 今後のスケジュール 

時 期 内     容 

3 月 28 日 

4 月 

5 月頃 

10 月頃 

開催表明（組織委員会理事会後） 

愛知県、名古屋市及び JPC から APC へ開催申請 

APC 理事会において開催決定 

開催都市契約締結 

 


